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FUKUSHIMA Q
廃炉について私たちが

知りたいこと、話し合いたいこと

対話の目的とは?

1F廃炉のコストが膨らんだ時、
影響はない？

将来の選択を地域住民が決定できるよう
対話の場を継続することが必要

廃炉に関する意思決定について、
地域はどのように関与していくの？

廃炉になる頃は今の子どもたちが
担っていく時代。次世代への伝え方について

どのようにしていけばいいのか

ホープツーリズムのように、義務教育の
中で教育旅行を行えばいいのでは？

中長期の廃炉作業において
人材育成はどのように考えているのか

労災事故を起こすなど
ネガティブなニュースも多く
廃炉はきちんと進んでるの？

福島県外で受け入れるところ
はあるの？検討状況は？

海外での最終処分はできないの？

栽培する作物・植物や動物、
ジビエなどへの

放射性物質の影響は？

新たな地震、津波への対策は行っているの？
再度電源が喪失されることはない？

迷惑をかけた人達と、迷惑を
かけられてしまった地元の人達、

という構図が見えた状態で
協力関係を目指すのは

無理があるのではないのか

東電はいつまで謝らないといけないのか

東電と住民とで、それぞれが
行うべきことを行っていく
ことが、今後信頼関係の
再構築に繋がるのでは

不祥事のニュースが
多いと廃炉作業への
不安・不信が高まる

特に欧米諸国には、公的機関への
不信感があると感じるので、

なかなか信じて
もらえないのではないか。

福島県内・県外で
情報発信の違いは

あるの？

事故や廃炉について説明する側の
工夫、どうやったら理解して

もらえるか等の工夫はしているのか。

具体的にどのような方法で
取り出しを計画しているの？

取り出された燃料デブリは
どのように保管・処分されるの？

核燃料廃棄物を再処理して燃料に戻す
というような技術はできないのでしょうか

そもそも「廃炉」とは？
一般の原発と1Fの違いは何？

廃炉完了後には何がありますか？
どのような復興が行われるのでしょうか

ALPSで除去した放射性物質の
保管はどのようにしているのか

諸外国のALPS処理水放出への
反応が大きく、戸惑う…

民間で同意できない意見があっても
放出となったが、反対意見は
どのように扱われているのか
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